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所収遺跡名 所在地
コード

北緯 東経 調査期間 調査面積
� （㎡） 調査原因

市町村名 遺跡番号
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遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

垂水遺跡 集落 奈良時代�
平安時代

掘立柱建物 1、炭溜まり
1、焼土 3、集石遺構�������������

弥生土器、土師器、須恵
器、土製支脚、移動式竈、
甑、鉄器

奈良時代後半～平安時代にかけ
ての遺跡、砂丘の砂が覆う

松林寺遺跡 集落 弥生時代�
古墳時代�
江戸時代

【弥生時代・古墳時代】掘
立柱建物 1、段状遺構 3、
土坑 1、土器埋設遺構 1、
焼土 5、【江戸時代】石列、
階段

縄文土器、弥生土器、土
師器、須恵器、石器

弥生時代後期から古墳時代前期
の集落、外来系土器

庵寺石塔群 その他の墓 江戸時代 石列 2 土師器、近世陶磁器、石
製品

要約

垂水遺跡
垂水遺跡は大田市静間町の谷部に位置する。黒色土やその下位の砂質の土から奈良時代から平安時代の
土器が出土した。また、遺跡は砂丘の砂に覆われていた。遺構として掘立柱建物、炭溜まり、焼土や
集石遺構を確認した。遺物の組成は集落遺跡と同じ。

松林寺遺跡
松林寺遺跡は大田市仁摩町の丘陵斜面に位置する。弥生時代後期から古墳時代前期の掘立柱建物、加
工段や土坑、土器埋設遺構などを確認した。集落域の中の作業場と考えられる。斜面下方に位置する
大国地頭所遺跡と一体の遺跡と考えられる。北部九州系など外来系土器が出土した。

庵寺石塔群
庵寺石塔群は 17 世紀後半～ 18 世紀前半の銘を持つ石造物のある岩窟の下の平坦面に位置する。石列
を確認した。出土遺物には灯籠や瓦があったことから、石列は堂や灯籠を保護していた可能性がある。
岩窟より新しい 18 世紀中ごろから 19 世紀にかけて築造・機能したと考えられる。

緯度・経度は世界測地系による
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